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創造行政研究所の横山でございます。今日は研

究所が初めて試みたセミナーでございます。大変

長時間でございましたけれども、皆様お忙しいと

ころを沢山お出でいただき熱心にご聴講下さい

まして本当にありがとうございました。

今日はＩＴというテーマを取り上げましたが、

石井先生には政府のＩＴ戦略会議にも参加され

て大変お忙しい中をわざわざ時間をお割き下さ

いまして、日本と世界の最先端の状況についてお

話いただきました。しかも非常に分かりやすく、

そしてまた日本の非常に得意とするところ、また

弱いところをはっきりと指摘してくださいまし

て、私どもも大いに認識を新たにさせていただき

ました。

また大川様からは、世界の電子政府あるいは電

子市役所の現状をつぶさにご紹介いただき、また

電子市役所が現実にどんなふうな形で運営され

るかについて、これまた分かりやすくお話いただ

いて、大変ありがたく思っております。あらため

てお二人の講師の方々に厚く御礼申し上げたい

と思います。

さきほど市長がお話すべきことで、時間の関係

で叶わなかったことがあり、市長に代ってお伝え

申し上げます。

石井先生から、国のＩＴ戦略会議のお話があり

ました。総理大臣をトップにして、石井先生をは

じめとする方々がこのＩＴ戦略会議を構成され

ているわけです。これを受けまして、上越市でも、

地域のＩＴ化の促進と電子自治体の推進につい

て、まさに国の考えられているものを受け継ぐよ

うなかたちで、上越市ＩＴ戦術会議を設けること

になりました。この１１月から発足することにな

っております。国と同じように市長をトップとし

て、市の各部局や市の各方面でのいろいろな研究、

あるいは活動を統合するかたちで、ＩＴ戦術会議

を発足させるわけです。詳しくは市の広報やホー

ムページなどに載ると思いますが、とりあえずそ

ういう動きがあることをお伝えしておきます。こ

の研究所ももちろんこれにご協力して、上越市の

行政のさらなる発展をお手伝いしていきたいと

思っております。

ＩＴを第１回目のセミナーの題目として取り

上げましたのは、こういうことも一つの背景にあ

ったのですが、ただＩＴというのがいま非常に話

題になっているだけでテーマとして選んだわけ

ではなく、やはりＩＴがこれから私たちの文化や

生活の各方面にもっと深いかたちで関わってく

る可能性があるということを考えたからです。Ｉ

Ｔはいま、どちらかというと経済の問題や能率・

利便性といったことを中心に論じられており、私

どもの研究所として発表した第３部でも分かり

やすさや親しみやすさといったことから主とし

てそういったことを取り上げましたけれども、実

際にはもっとさまざまな面を持っているわけで

す。たとえばさきほど石井先生も紹介してくださ

いましたけれども、上越市の小･中・高校の先生

方が、大変熱心に先進的な教育ネットワークをつ

くる試みをやっていらっしゃいます。これは日本

のなかでも大変進んでいる方だと言って石井先

生も大変感心していらっしゃいましたけれども、

そういった方面でもＩＴは非常に大きな意味を

持っていますし、またこれも石井先生のお話にあ

りましたけれども、科学のすべての分野がいまＩ

Ｔを抜きにしては考えられないほどです。さきほ
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どお話があったヒトゲノムの解明にしても、まさ

にＩＴの技術があったからできたわけで、けっし

て経済のみにとどまらず、ＩＴの影響はもうほと

んど私たちの生活の全分野に及んでいると思い

ます。

ただＩＴ革命によって大量の情報を瞬時に運

ぶことができ、またそれを双方向でやりとりがで

き、しかも非常に速く処理していくことができる

ようになりましたが、実はこれにはものすごい破

壊力が伴っています。東西冷戦の壁がなくなった

というのも、ある意味ではこのメディア技術の大

革新の力が働いています。一国のみの閉じた経済、

閉じた体制を許さない力がそうした壁を突き崩

していくのです。ノーベル賞は、生物学、物理学、

化学といった古い分類をいまだに用いています

けれども、私が４０年位前に大学に入った時にす

でに学際と言ってそれぞれの学問の境目のとこ

ろが先進的なテーマになっていたのですが、今で

はもうそれがあたりまえのことになってしまっ

ています。こういうのがまさにＩＴが影響を及ぼ

しているところであって、文化や生活のあらゆる

局面にあって、どんどんそうした境目が崩されて

いくように思います。科学と芸術といった、まっ

たくいままでは違った分野であったものが、いま

ではほとんど同じ線で繋がって来つつあります

し、こうした意味でＩＴというのは私たちの生活

や文化にもっと根本的な変革をもたらして来る

ように思います。

さきほど石井先生が３つの革命の話をされて、

３つ目の革命としてＩＴ革命を挙げられました

けれども、かつての産業革命がそこからいろいろ

新しい時代の文化を生んだように、この革命も何

らかのかたちでそうしたものを生みだしていき

つつあるように思います。またその一方で、かつ

ての産業革命は都市問題や労働問題などいろい

ろな社会問題を生みました。この新しい技術もま

たそういった問題を当然引き起こすものであろ

うと思います。それに対して、人間が知恵を持ち、

けっして受身でなく能動的に対処していき、崩さ

れた境界に対して、また新しい領域、あるいは新

しい繋がりをどんなふうに創り出していくかが

課題になろうかと思います。それこそ国家という

概念にしても、４、５０年前とはずいぶん違って

きていると思いますし、これからもどんどん変わ

っていくと思います。そうした状況にあって、け

っして受身でなく、情報の洪水に流されずに新し

いものを建設していく、そういう世代を生みだし

ていく責任が私たちにはあると思いますし、また

そういう考えから今後、このＩＴの問題について、

再度、セミナーやシンポジウムを通じて思考を深

めていきたいと思っております。

今回、初めての試みとして研究の一部を発表さ

せていただきましたけれども、これはごく一端で

ございまして、研究所では市の政策にかかわる

様々な問題を研究しております。またそれをいろ

いろなかたちで発表させていただくようにした

いと思っております。また来年度については、市

民の方がたに研究員としてご一緒に身近なテー

マについて研究していただく市民研究員の制度

も考えております。そうしたことを加え、これか

らも開かれた研究所として上越市のために役立

つ仕事をしていきたいと思っておりますので、よ

ろしくご支援いただきたく存じます。

本当に今日はありがとうございました。


